
◎　施策の基本情報

1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取組実績

２　成果指標

３　成果指標の達成状況

430 419

達成度 達成状況に関する背景・要因

Ｄ

■成果指標「海外の姉妹、友好、友好関係都市との交流など国際交流に関心のある市民の割合」・・・【達成度c】　83.3%
・国際交流に関心のある市民の割合は低下傾向にある。国際情勢の変化と、元々交流を始めた市民の高齢化、児童や中学
生数の減少等によるものと考えられる。
■成果指標「国際交流事業参加者数」・・・【達成度c】 79.9%
・国際交流事業参加者は目標を大きく下回っている。市民の高齢化、児童や生徒数の減少等によるものと考えられる。
■成果指標「国内友好都市交流事業参加者数」・・・【達成度c】 83.8%
・国内友好都市との交流事業参加者は、目標を下回っている。国内友好都市からの交流事業参加者は、周年記念事業のあ
る年に市民ツアーへの参加者等が多くなり、それ以外の年には少ないためと考えられる。

400 450 500

実績値 303 375 277 508

国内友好都市交流事
業参加者数

国内行こうと市との交流
活動の状況を示す指標

出展：花巻市友好都市交
流委員会
算出：委員会を構成する
各種関係団体における、
友好都市の平塚市、十和
田市との交流事業に参加
した人数（訪問した人数及
び受け入れ人数の合計）

人

目標値

5,100 5,200 5,300

実績値 3,013 4,859 4,946 4,860 4,209 4,233

国際交流事業参加者
数

市民が世界に目を向け、
様々な地域の文化や風
土を受け入れ、交流して
いる状況を示す指標

各種講座やイベント、
海外からの受け入れ事
業参加者及び姉妹都
市など派遣事業への参
加者の総人数 人

目標値

海外の姉妹、友好、友
好関係都市との交流
など国際交流に関心
がある市民の割合（Ｆ-
10）

年代を問わず多くの市民
が、姉妹・友好都市との
交流を含む、様々な交流
事業に関心を持っている
度合いを示す指標

出展：市民アンケート
問：あなたは、海外の姉
妹・友好都市との交流など
国際交流に関心がありま
すか？(1)関心がある (2)ど
ちらかというと関心がある
(3)関心がない (4)どちらと
もいえない(1)(2)と答えた
市民の割合

％

41.0 42.0 43.0

実績値 40.3 38.7 36.6

目標値

34.8 35.8

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８Ｈ２５
(基準年度)

現状と課題

・情報通信技術や交通手段の進展により、国の枠を超えた結びつきが加速し、地球規模でのヒト、モノ、情報などの交流が可能となっていま
す。
・本市では、海外に6つの交流都市を持ち、長年にわたり様々な交流を継続しており、市民が主体となった活動が広がっています。交流都市
のうち、交流が中断している都市が2都市あります。
・国を挙げての外国人観光客誘致に向けた取り組みにより、今後は、外国人観光客の増加が予想されます。
・本市は、神奈川県平塚市、青森県十和田市と友好都市提携盟約を結んでおり、青少年交流やスポーツ、文化など幅広い交流を行ってい
ます。

1)国際理解の醸成
○国際理解を進める機会の提供
　・国際フェアの開催
(2)国際都市化に向けた環境づくり
○様々な国の人の往来や居住に対応する受け入れ環境の整備
　・定住外国人支援事業
○世界に向けた情報発信の充実
　・国際交流情報提供事業
(3)国際交流の推進
○姉妹、友好、友好関係都市との受け入れや派遣の充実
　・姉妹都市等交流研修事業
(4)国内交流の活性化
○国内友好都市に関する情報の発信
　・市民への友好都市紹介
○国内友好都市との交流に対する支援
　・少年少女交流事業

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測
ることにしたのか）

成果指標の測定企画
（どのように実績を把握す

るのか）
単位

数値
区分

Ｈ２３ Ｈ２４

施　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ２ ８ 年 度 実 績 評 価 ） 
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政策№ 3-3 政策名 生涯学習の推進
政策の

目指す姿
生涯を通じて学び、広い視野
を持ち、活動しています

施策
主管課

国際交流室
施策主管
課長名

佐々木奈津枝

施策№ 3 施策名 国際都市の推進
施策の

目指す姿
世界に目を向け、様々な地域の文化
や風土を受け入れ、交流しています

関係課名 大迫総合支所地域振興課



４　施策を構成する事務事業一覧

５　施策を構成する事務事業の検証
（①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか）
なし

（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）
なし

（新たに取り組むべき事業はないか）
なし

６　施策の総合的な評価
（課題）
・国際フェア等のイベントに、多くの方々の関心を高める工夫が必要である。
・定住外国人からの日本語講座受講の要望や、外国人の児童・生徒への日本語支援を求められているので、それらのニーズに合った支援を
行っていく必要がある。

（今後の方向性）
・イベント等の実施に際して、様々なメディア等を通じて積極的に周知を図っていく。
・日本語講座、日本語教師養成など定住外国人支援の充実を図っていく。

3

国内友好都市等交流推進事業 国際交流室

Ａ Ｂ少年少女交流キャンプ等を実施。平塚市への市民ツアー、十和田市への市民ツアーの実施　（交流事業２７回、事業
参加人数４１９人）

2-2

国際姉妹都市等交流推進事業 大迫地域振興課

Ａ Ｂ
大迫高校生を海外友好都市へ派遣　（３名）

2-1

国際姉妹都市等交流推進事業 国際交流室

Ａ Ｂ
国際交流協会が行う青少年海外派遣事業等を支援　（派遣受入人数１１０名）

1

国際都市推進事業 国際交流室

Ａ Ｂ
国際都市推進員による海外への情報発信、公益財団法人花巻国際交流協会を支援

番
号

事務事業名 担当課 施策への貢献度

事業内容（実績） 直結度 成果


